
 

 

報道関係各位  

2018 年 8月 21 日 

株式会社ストライプインターナショナル 

 

有限会社フォピッシュの株式取得に関するお知らせ 

 

株式会社ストライプインターナショナル（本社：岡山県岡山市、代表取締役社長 石川康晴 以下「当

社」）は、有限会社フォピッシュ（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 千葉雅江 以下「FP社」）の

株式取得に関する契約を締結し、FP社を当社グループ会社にすることと致しましたので、お知らせ致し

ます。なお、9月より自社 ECサイト「STRIPE CLUB」にて、FP社の商品の展開を開始予定です。 

 

記 

 

1. 株式取得の理由 

FP社は、10代～30代女性をメインターゲットにしたブランド「Honey Salon by foppish」を、店舗・

E コマースにて展開する企業です。特に、バッグ、シューズ、アクセサリーのデザインに独自性を   

持っています。2000年にラフォーレ原宿に同ブランド初の直営店舗「ハニーサロン」をオープン以来、

継続的にファンを増やし、テレビドラマの衣装として採用されたことをきっかけに急成長を果たしま

した。 

一方、当社は国内外で複数のアパレルブランドを展開してきましたが、雑貨類の商品力強化が課題で

した。この度の株式取得は、当社のノウハウ及び経営資源を活用することによって、FP社による店舗

や E コマースの展開加速を含む事業基盤の拡大と、FP 社の高い企画力を活用することにより当社に

おける更なる商品力強化を期待し、FP社の株式取得を判断致しました。 

 

2. 株式取得の方法等 

当社は、FP社代表取締役の千葉雅江との間で本取引に係る株式譲渡契約書を締結し、FP社の全株式

を譲り受けることによって当社のグループ会社と致します。 

なお、当社と千葉雅江との間に、資本関係・人的関係・取引関係はありません。 

 

3. 有限会社フォピッシュ概要 

項目 内容 

(1) 商号 有限会社フォピッシュ 

(2) 本社所在地 東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-23-5 第 8FMGビル 3Ｆ 

(3) 代表者氏名 千葉 雅江 

(4) 事業内容 レディースアパレルの企画・デザイン・販売・店舗運営等

のアパレル事業 

(5) 資本金の額 15百万円 

(6) 設立 2000年 3月 



 

 

4. 当社概要 

項目 内容 

(1) 商号 株式会社ストライプインターナショナル 

(2) 本社所在地 岡山県岡山市北区幸町 2-8 

(3) 代表者氏名 石川 康晴 

(4) 事業内容 レディースアパレルの企画・デザイン・販売・店舗運営等

のアパレル事業、飲食事業、及び EC サイトの運営を含む

IT関連事業等 

(5) 資本金の額 1億円 

(6) 設立 1995年 2月 

 

5. 本取引後の FP社の役員構成 

役員の氏名 役職名 備考 

千葉 雅江 代表取締役社長  

立花 隆央 取締役 当社専務取締役兼 COO 

張替 勉 取締役 当社常務取締役兼 CFO 

 

6. 取得前及び取得後の所有株式数の状況 

株主名 株式取得前 株式取得後 

千葉 雅江 60株（議決権比率：100%） ― 

当社 ― 60株（議決権比率：100%） 

 

7. 日程 

2018年 7月 31日 株式譲渡契約書締結 

2018年 8月 21日 株式異動実施日（予定） 

 

8. 今後の見通し 

本取引に伴う当社の 2019年 1月期業績・財務に与える影響は軽微です。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

株式会社ストライプインターナショナル 代表取締役社長兼 CEO 石川康晴コメント 

当社は、SNS を駆使したマーケティングや KOL（キーオピニオンリーダー）の起用により、より感度

の高い層への訴求を目指しています。高い企画力と独自性を持つブランドを展開する FP 社がグループ

に加わることで、ターゲット層の顧客拡大を期待できると判断しました。バッグ、シューズ、アクセサ

リーなど洋服と切っても切れない分野において、FP社と最大限のシナジーを発揮して更なる業容拡大を

図ってまいります。FP社においては、当社のノウハウを活用し ECでの販売強化や直営店舗の展開を加

速してまいります。 

 

 

有限会社フォピッシュ 代表取締役社長 千葉雅江コメント 

鉢で育てていたら何年経っても小さかったバラが、豊かな土の庭に植え替えて大きな花を咲かせるよう

になる…。ストライプ社の良い土で光を浴び、根を張ることで、もっと大きな花を咲かせることを期待

し、グループ入りを決断しました。アパートの一室からキャリアをスタートさせて以来、様々な変化を

してきましたが、この決断は今後のさらなる成長の礎になると確信しております。出店に要する経営資

源、EC インフラをグループ会社となることで補完・補強し、多くのお客様に高い利便性にて商品をお

届けするとともに、感動を届けられるブランドとして、より一層発展してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ご参考 Honey Salon by foppish商品例 

 

 

 

 

 

 

 

 


